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特  記  仕  様  書 

 

第 1 章 総則 

    第 1 節 適 用 

         1 本特記仕様書は，三原市頼兼一丁目 公共下水道事業 三原西処理分区汚水管新設工事（4-1 工区）に適用する。 

         2 本特記仕様書に記載のない事項については，次によるものとする。 

・土木工事共通仕様書 令和 4年 8月 広島版 

広島県の調達情報のページ（https://chotatsu.pref.hiroshima.lg.jp/）-「技術管理基準等」に掲載している。 

          ・下水道土木工事必携(案)  2021 年度 公益社団法人日本下水道協会 

          ・下水道用設計指針と設計標準図 平成 26 年度改訂版 三原市 

・その他関連規格類 

    第 2 節 現場の管理 

         受注者は，工事現場内において，管理技術者，主任技術者(下請を含む。)に工事名，工期，顔写真，所属会社名及び証明印の入った名札を着 

用するものとする。 

    第 3 節 部分引渡し 

         建設工事契約約款第 38条により，本工事の内，部分引渡しの必要が生じた場合は，当該部分の検査を受け部分引渡しを行うこと。 

    第 4 節 検査 

         土木工事共通仕様書（令和 4年 8 月広島版）『第 3 編 1-1-8 技術検査』によるほか，三原市工事検査規程の定めるところによる。 

第 5 節 情報共有システム（設計金額 500 万円以上が対象） 

1   本工事は，受発注者間の情報を電子的に交換・共有することにより，業務の効率化を図る情報交換システムの対象である。なお，運用に

あたっては「広島県工事中情報共有システム運用ガイドライン」（以下「ガイドライン」という。）に基づき実施すること。 

2   本工事で使用する情報共有システムは次とする。 

     広島県工事中情報共有システム 

     https://chotatsu.pref.hiroshima.lg.jp/asp/index.html 

        3   監督員及び受注者が使用する情報共有サービスのサービス提供者（以下「サービス提供者」という。）との契約は，受注者が行い，利用

https://chotatsu.pref.hiroshima.lg.jp/
https://chotatsu.pref.hiroshima.lg.jp/asp/index.html


料を支払うものとする。 

        4   なお，工事完成時については，提出する必要のある工事成果品を電子納品すること。また，試行期間中は工事検査を紙媒体で受検するこ

とから，受注者は工事成果品１部を紙媒体により提出すること。 

5   受注者は，監督員及びサービス提供者から技術上の問題点の把握，利用にあたっての評価を行うためアンケート等を求められた場合，協

力しなければならない。 

第 6 節 法定外の労災保険の付保 

1   本工事において，受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。 

2   受注者は，建設工事請負契約約款第５４条に基づき，法定外の労災保険の契約締結したときは，その証券又はこれに代わるものを速やか

に監督職員に提示しなければならない。 

3   法定外の労災保険は，政府の労働災害補償保険とは別に上乗せ給付等を行うことを目的とするものであり，（公財）建設業福祉共済団，

（一社）建設業労災互助会，全日本火災共済協同組合連合会，（一社）全国労働保険事務組合連合会又は保険会社との間で，労働者災害補

償保険法に基づいて契約を締結しているものとする。 

 

第 2 章 施工条件 

    第 1 節 工 程 

         1 地下埋設物･埋蔵文化財の事前調査 

           調査項目      地下埋設物（水道管，ガス管，NTT ケーブルなどの埋設物あり） 

           調査時期      工事施工前に試掘を行うこと。(支障物件が発見された場合は，監督員と協議すること。設計変更の対象とする。) 

           移設時期      必要に応じて，別途協議するものとする。 

           提出書類      ｢試掘結果報告書｣として，提出するものとする。また，提出部数については監督員の指示によるものとする。 

    第 2 節 用 地 

         １ 借 地        あらかじめ近隣住民に借地する目的，作業内容を充分説明し，同意を得て借地すること。 

    第 3 節 公害対策 

         １ 事前・事後調査 

           調査区分      事前・事後及び工事施工中も大きな被害がある旨の申し出を受けた場合，監督員と協議の上調査すること。 

           調査時期      施工前・施工中・施工後（１ヶ月以内） 



           調査内容      柱，屋根，壁，基礎，建具等の傾斜，損傷状況 

           範 囲       別途協議による。 

    第 4 節 安全対策 

         1 交通誘導員・保安要員 

           工事作業期間中の交通誘導員は，推進工事２（人／日）を見込んでいる。 

    第 5 節 工事用道路 

         1 一般道路 

           搬入経路      特に指定しない。 

           使用期間      工事施工期間 

           使用時間      ８時３０分～１７時 

           工事中・後の処置  随時 清掃， 工事後 舗装欠損部補修（工事前・後の写真により監督員と協議すること。設計変更の対象とする。） 

    第 6 節 建設副産物 

         1 建設発生土（搬出）（建設発生土リサイクルプラント，建設発生土受入地又は建設発生土受入地（一時たい積）） 

           当該工事により発生する建設発生土は，公の関与する埋立地，建設発生土処分先一覧表に掲載されている建設発生土リサイクルプラント，

建設発生土受入地又は建設発生土受入地（一時たい積）のいずれかに搬出するものとする。 

           また，搬出先として，運搬費と受入費（平日の受入費用）の合計が最も経済的になる建設発生土リサイクルプラント，建設発生土受入地

又は建設発生土受入地（一時たい積）を見込んでいる。したがって，正当な理由がある場合を除き残土処分に要する費用（単価）は変更し

ない。 

           なお，工事発注後に明らかになったやむを得ない事情により，建設発生土処分先一覧表に掲載されている建設発生土リサイクルプラント，

建設発生土受入地又は建設発生土受入地（一時たい積）への搬出が困難となった場合は，発注者と受注者が協議するものとする。 

         2 産業廃棄物の場外保管 

           当該工事により発生する産業廃棄物を事業場の外（建設工事現場以外の場所）において 300m2 以上の面積で保管する場合には，保管場所

を所管する都道府県知事又は政令市長に事前の届出を行うこと。また，届出事項を変更する場合は事前に変更届を，保管をやめたときは 30

日以内に廃止届を提出すること。 

           ただし，産業廃棄物処理業等の許可施設における保管は届出対象外とする。 

第 7 節 仮設工 



湧水等により，見込んでいる仮設工法が適さない場合や適用できない場合は，任意仮設についても設計変更することができる。 

ただし，変更しようとする者は，見込んでいる仮設工法が適用できない根拠を文書等に示すとともに，適した仮設工法の仕様や構造計算書等 

を添付し，監督員と協議すること。 

第 8 節 工事支障物件 

         1 地下・地上支障物 

           支障物件名     水道管，ガス管 ，NTT ケーブル 

           管理者       三原市水道部，広島ガス㈱，NTT 

           位 置       協議による 

           移設時期      協議による 

    第 9 節 管内テレビカメラ調査 

管内テレビカメラ調査については，下水道管路施設の点検・調査マニュアル（案）（平成 25 年 6 月社団法人日本下水道協会）を準拠し実

施すること。 

第 10 節 推進工法 

受注者は，本工事における推進工法の選定が適切かどうかを照査すること。照査の結果，不適切と判断される場合は，双方協議のうえ，

変更することを可能とする。 

第 11 節 薬液注入 

         1 薬液注入 

           「薬液注入工法による建設工事の施工に関する暫定指針」に基づき施工すること。 

           「薬液注入工事に係る施工管理等について」に基づき管理すること。 

         2 周辺環境調査 

           施工前・中 1 回・後の 3回地下水の水質を調査すること。 

第 12 節 その他 

 1 工事用機資材の仮置き 

            場 所       指定しない 

            期 間       指定しない 

            保管方法      指定しない 



第 3 章 設計金額 

    第 1 節 排出ガス対策型建設機械の使用促進 

         土木工事共通仕様書（令和 4年 8 月広島版）『第 1 編 1-1-31 環境対策』で使用を義務付けている排出ガス対策型建設機械においては，排出ガ

ス対策型（第 2次基準値）以上の建設機械の使用に努めること。 

         なお，使用する排出ガス対策型建設機械について，基準値による設計変更は行わない。 

 

第 4 章 工事保険等 

         受注者は，本工事において第三者に与えた損害を補填する保険又はその他必要とする建設工事に関連する保険等に加入しなければならない。 

        また，加入した保険等については，保険証券の写し（保険以外の場合はそれに代わるもの）を監督員に提出すること。 

         なお，加入に必要な保険料等は，設計で現場管理費に見込んでいる。 

 

第 5 章 工事損失等 

本工事の施工に伴い，通常避けることのできない地盤沈下，振動等により建物等に損害等（以下「工事損失」という。）が発生した場合におい

ては，次のとおりとする。 

 なお，工事損失に伴う補償費用は，設計で現場管理費に見込んでいる。 

 （１）原因調査  監督員と協力して行なうものとする。 

 （２）補償交渉  監督員と協力して処理解決に当るものとする。 

 （３）応急処置  監督員から応急処置を講じる必要があると指示された場合は，直ちに応急処置を講ずるものとする。 

 （４）補償費用負担割合 発注者は，工事損失に伴う補償費用のうち，請負代金額の１００分の１を超える額を負担する。 

第 6 節 施工合理化調査等 

 当該工事において受注者は，施工合理化調査等の対象なった場合，資料作成等に協力しなければならない。 

 

第 7 章 その他 

         本工事内及び近接する地域住民，企業等には工事内容等を十分に周知・調整したうえで，苦情やトラブルのないよう施工に努めること。 

また，特記仕様書及び設計図書に明示していない事項，または，その内容に疑義が生じた場合は，監督員の指示を受けること。 



0 0001

                                        

頁 -

費目・工種明細など 規格1・規格2 単位 数量 備考

　　　　　　　工事数量総括表　　　　　　

本工事費

管路施設(推進工法)(小口径推進)
       1         式    

レベル1 

管きょ工(小口径推進)
       1         式    

レベル2 

小口径泥土圧推進工
       1         式    

レベル3 

推進用鉄筋コンクリート管(小口径泥土圧)
       1         式    

レベル4 

立坑内管布設工
       1         式    

レベル3 

鉄筋コンクリート 　
       1.10       m    

レベル4 

仮設備工（小口径）
       1         式    

レベル3 

坑口（小口径） 　
       1         式    

レベル4 

鏡切り 　
       1         式    

レベル4 

推進設備等設置撤去 　
       1         式    

レベル4 

推進水替工
       1         式    

レベル3 

推進用水替
       1         式    

レベル4 

補助地盤改良工
       1         式    

レベル3 

薬液注入
       1         式    

レベル4 

立坑工
       1         式    

レベル2 

管路土工 軽量鋼矢板立坑
       1         式    

レベル3 

管路掘削
       1         式    

レベル4 



0 0002

                                        

頁 -

費目・工種明細など 規格1・規格2 単位 数量 備考

　　　　　　　工事数量総括表　　　　　　

管路埋戻
       1         式    

レベル4 

発生土処理
       1         式    

レベル4 

土留工
       1         式    

レベル3 

軽量鋼矢板土留
       1         式    

レベル4 

切梁・腹起し
       0.7        t    

レベル4 

管基礎工
       1         式    

レベル3 

コンクリート基礎
       1          m    

レベル4 

管路路面覆工
       1         式    

レベル3 

覆工
       1         式    

レベル4 

鋼製ケーシング式土留工及び土工 呼び径 2,000mm
       1         式    

レベル3 

鋼製ケーシング圧入掘削 呼び径 2,000mm
       4.7        m    

レベル4 

底盤コンクリート 呼び径 2,000mm
       1        箇所   

レベル4 

圧入掘削設備 呼び径 2,000mm
       1        箇所   

レベル4 

鋼製ケーシング存置
       4.7        m    

レベル4 

仮設ケーシング損料 呼び径 2,000mm
       1         式    

レベル4 

立坑排水 呼び径 2,000mm
       1        箇所   

レベル4 

排水運搬処理 呼び径 2,000mm
       1        箇所   

レベル4 

円形覆工板
       1        箇所   

レベル4 



0 0003

                                        

頁 -

費目・工種明細など 規格1・規格2 単位 数量 備考

　　　　　　　工事数量総括表　　　　　　

立坑付帯工 呼び径 2,000mm
       1         式    

レベル3 

立坑埋戻 呼び径 2,000mm
       1         式    

レベル4 

発生土処理
       1         式    

レベル4 

組立マンホール工
       1         式    

レベル3 

組立1号マンホール
       2        箇所   

レベル4 

外副管
       1        箇所   

レベル4 

付帯工
       1         式    

レベル2 

舗装撤去工
       1         式    

レベル3 

舗装版切断
      59          m    

レベル4 

舗装版破砕(小規模)
      29         m2    

レベル4 

殻運搬処理
       1         m3    

レベル4 

舗装復旧工
       1         式    

レベル3 

不陸整正
      15         m2    

レベル4 

下層路盤(車道・路肩部)
      14         m2    

レベル4 

上層路盤(車道・路肩部)
      14         m2    

レベル4 

表層(車道・路肩部)
      15         m2    

レベル4 

舗装仮復旧工
       1         式    

レベル3 

表層(車道・路肩部)
      14         m2    

レベル4 



0 0004

                                        

頁 -

費目・工種明細など 規格1・規格2 単位 数量 備考

　　　　　　　工事数量総括表　　　　　　

仮設工
       1         式    

レベル2 

仮設工
       1         式    

レベル3 

交通誘導員
       1          m    

レベル4 

＊＊直接工事費＊＊

運搬費
          

運搬費

運搬費
       1         式    

レベル2 

運搬費
       1         式    

レベル3 

仮設材運搬費
       4.8        t    

レベル4 

技術管理費
          

技術管理費

技術管理費
       1         式    

レベル2 

技術管理費
       1         式    

レベル3 

共通仮設費率分
          

共通仮設費率分

＊＊共通仮設費計＊＊

＊＊純工事費＊＊

現場管理費

＊＊工事原価＊＊

一般管理費率分

契約保証費



0 0005

                                        

頁 -

費目・工種明細など 規格1・規格2 単位 数量 備考

　　　　　　　工事数量総括表　　　　　　

一般管理費計

＊＊工事価格＊＊

＊＊消費税相当額＊＊

＊＊工事費計＊＊

＊＊契約保証費計＊＊
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－　施　工　単　価　表　－
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推 進 数 量 計 算 書

三原西処理分区汚水管新設工事（4-1工区）

4898,4897



高耐荷力推進工法泥土圧式



集　計　表

M13～M70 【補助】

高耐荷力・泥土圧式（先導体駆動方式）

種　　　　別 細　　　　目 単位 数　量

路線延長 HPφ250mm ｍ 72.00

推進延長 HPφ250mm ｍ 70.00

管体延長 HPφ250mm ｍ 71.10

管布設延長 HPφ250mm ｍ 1.10

推進用管　50N/mm2（1種管） L=1.00m ｶﾗｰ有り 本 72

推進工 地上設置プラント 推進工　日進量： ｍ/日 ｍ

車上設置プラント 補正日進量： ｍ/日 ｍ 70.00

発生土処分工 日当り量： ｍ
3
/日 ｍ

全体量： ｍ
3

10.2

スクリュコンベヤ類撤去工 HPφ250mm 撤去　日進量： ｍ/日 ｍ 70.00

集　計　表

【補助】

高耐荷力・泥土圧式

種　　　　別 細　　　　目 単位 数　量

滑材注入工 滑材： kL/m ｍ 70.00

掘削添加材注入工 掘削添加材(KM-5)： kg/m ｍ 70.000.21

0.024

6.0

推 進 工 （ HP φ 250mm ）

0.87

注 入 工 （ HP φ 250mm ）

40.0

0.0



集　計　表

【補助】

高耐荷力・泥土圧式（先導体駆動方式）

種　　　　別 細　　　　目 単位 数　量

発進坑口工 HPφ250mm 箇所 1

到達坑口工 HPφ250mm 箇所 1

通過立坑坑口工 HPφ250mm 箇所 2

発進鏡切り工 HPφ250mm 小型立坑 ｍ/箇所 箇所 1

到達鏡切り工 HPφ250mm 小型立坑 ｍ/箇所 箇所 1

通過立坑鏡切り工 HPφ250mm 軽量鋼矢板 ｍ/箇所 箇所 2

推進用機器据付撤去工 分割据付 箇所 1

先導体搬出工（分割回収） HPφ250mm 台 1

2.4

2.4

仮 設 備 工 （ HP φ 250mm ）

2.0



推　進　工　（HPφ250mm）　 数　量　算　定　表 (1/2)

高耐荷力・泥土圧式（先導体駆動方式） 【補助】

種　　　　別 細　　　　目 算　　　　　定　　　　　式 単位 数　量

路線延長 HPφ250mm L= 72.00 m ＋ m ＋ m ＋ m = 72.00 m ｍ 72.00

推進延長 M13～M70 L1= 72.00 m - 1.00 m - 1.00 m = 70.00 m

 推進管：HPφ250mm L2= m - m - m = m

L3= m - m - m = m

L4= m - m - m = m

ΣL= 70.00 m ｍ 70.00

管体延長 M13～M70 L1= 72.00 m - 0.45 m - 0.45 m = 71.10 m

 推進管：HPφ250mm L2= m - m - m = m

L3= m - m - m = m

L4= m - m - m = m

スリムアーク工法 ΣL= 71.10 m ｍ 71.10

管布設延長 HPφ250mm L= 71.10 m - 70.00 m = 1.10 m ｍ 1.10

推進用管　50N/mm2（1種管） L=1.00m ｶﾗｰ有り n= 71.10 m ÷ 1.00 m = 71.10 本 72

　50N/mm2（1種管） L=1.00m ｶﾗｰ有り n= m ÷ m = 本

　50N/mm2（1種管） L=1.00m ｶﾗｰ有り n= m ÷ m = 本

ΣN= 本 本 72



推　進　工　（HPφ250mm）　 数　量　算　定　表 (2/2)

高耐荷力・泥土圧式（先導体駆動方式） 【補助】

種　　　　別 細　　　　目 算　　　　　定　　　　　式 単位 数　量

スリムアーク設計・積算資料2020年-Ｐ.18

推進工 土質：礫玉石混じり土 ※ 協会土質区分：礫玉石混じり土［A］ 推進　日進量： 6.0 ｍ/日 ｍ 70.00

定置プラント

発生土処分工 V'= 0.145 m
2

× 6.0 ｍ/日 = 0.870 m
3
/日 ｍ 70.00

V= 0.145 m
2

× 70.00 ｍ = 10.15 m
3

ｍ
3

10.15

参考資料 2018年　推進工法用設計積算要領　小口径管推進工法　高耐荷力管推進工法編（日推協）

P.294　発生土量=（π/4）×（先導体外径）
2　

×推進延長×αより

Ｖ= π/4×（ 0.400 ）
2

× 1.15 = m
2

α： 砂質土（1.1～1.25）平均値　1.15

2018年　推進工法用設計積算要領　小口径管推進工法　高耐荷力管推進工法編（日推協）Ｐ.298

スクリュコンベヤ類撤去工 HPφ250mm 撤去　日進量： 40 ｍ/日 m 70.00

0.145



注　入　工　（HPφ250mm）　 数　量　算　定　表

高耐荷力・泥土圧式 【補助】

種　　　　別 細　　　　目 算　　　　　定　　　　　式 単位 数　量

滑材注入工 礫・玉石混じり土［B］　より V'= 0.024 kL/m ｍ 70.00

参考資料 2018年　推進工法用設計積算要領　小口径管推進工法　高耐荷力推進工法編（日推協）

P.299　表 5-1-10　滑材注入量

掘削添加材注入工 参考(ＫＭ-5) Bor.No.3 土質試験より V'= 0.21 kg/m ｍ 70.00

2018年　推進工法用設計積算要領　小口径管推進工法　高耐荷力推進工法編（日推協）

P.302　表 5-1-13　掘削添加剤の必要量



仮　設　備　工　（HPφ250mm）　 数　量　算　定　表

高耐荷力・泥土圧式１工程 【補助】

種　　　　別 細　　　　目 算　　　　　定　　　　　式 単位 数　量

発進坑口工 HPφ250mm 箇所 1

到達坑口工 HPφ250mm 箇所 1

通過立坑坑口工 HPφ250mm 箇所 2

参考資料 2018年　推進工法用設計積算要領　小口径管推進工法　高耐荷力推進工法編（日推協）

P310　鏡切延長

発進鏡切り工 HPφ250mm 小型立坑 2.4 ｍ/箇所 箇所 1

到達鏡切り工 HPφ250mm 小型立坑 2.4 ｍ/箇所 箇所 1

通過立坑鏡切り工 HPφ250mm 軽量鋼矢板 2.0 ｍ/箇所 箇所 2

推進用機器据付撤去工 分割据付 箇所 1

先導体搬出工（分割回収） HPφ250mm 台 1



掘削添加材の必要量

掘削添加材注入工計算条件 （既往Bor.No.2〈S.63を参考）

通過百分率 Ｐ0.075

Ｐ0.25 Ｕ

Ｐ2.0 Ｐ

飽和吸水倍率：α Ｑ

Ｕcによる補正係数：β Ｖ

注入損失係数：γ Ｇ

地盤区分 １ｍ当り

【配合計画】 有水地盤 Ｕ＝(1/3)×(30－Ｐ0.075)×α×β

無水地盤 Ｕ＝Ｐ×α×β

Ｕ ： 水１ｍ3当りの掘削添加材の使用量（kg/ｍ3）

Ｐ0.075： 0.075mm粒径通過百分率 （30％以上は30とする）

α ： 地下水質による補正係数

有水地盤のα 300(g/g)／当該地下水質での飽和吸水倍率(g/g)

飽和吸水倍率： 水道水　300～400(g/g)

スリムアーク工法 地下水　300(g/g)

海水　　50(g/g)

無水地盤のα 300(g/g)／300(g/g) ＝ 1

β ： 均等係数Ｕcによる補正係数 Ｕc＝

Ｐ ： 濃度　2.0～2.5（kg/ｍ3）

【注入計画】 Ｑ＝{(30－Ｐ0.075)＋(40－Ｐ0.25)＋(50－Ｐ2.0)}×(4/5)×(1/100)

Ｑ ： 地山土量１ｍ3当りの掘削添加材の溶液注入係数

Ｐ0.075： 0.075mm粒径通過百分率 （30％以上は30とする）

Ｐ0.25 ： 0.25mm粒径通過百分率 （40％以上は40とする）

Ｐ2.0 ： 2.0mm粒径通過百分率 （50％以上は50とする）

【溶液注入量】 Ｖ＝Ｓ×Ｌ×Ｑ×γ

Ｖ ： 掘削添加材溶液の注入量（ｍ3）

Ｓ ： 切羽断面積（ｍ3）

Ｓ＝π／4×(先導体外径＋余掘量×2)2

先導体外径: ｍ 余掘量： ｍ

Ｌ ： 推進延長 ＝ ｍ

Ｑ ： 地山土量１ｍ3当りの掘削添加材の溶液注入係数

γ ： 注入損失係数  1.55  （1.5～1.8）

【掘削添加材必要量】 Ｇ＝Ｕ×Ｖ

Ｇ ： 掘削添加材必要量（kg）

Ｕ ： 水１ｍ3当りの掘削添加材の使用量（kg/ｍ3）

Ｖ ： 掘削添加材溶液の注入量（ｍ3）

2018年　推進工法用設計積算要領　小口径管推進工法　高耐荷力推進工法編（日推協）Ｐ.301

0.400

84.3

14.85

0.21

kg/ｍ3

kg/ｍ3

ｍ3

5.00

0.18

2.97

0.02

70.00

kg

kg/ｍ

3≦Ｕc＜4 4≦Ｕc

1.01.1

15.0
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50.0

1.00

％

％

％

1.05

1.00

1.55

有水地盤
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マンホール工



§１号組立マンホール工集計表

項 目 M13 M69

種　　　  別 細　 目 1号組立 1号組立

1 1 個所 2

T-14 組

T-25 1 1 組 2

h=25 1 個 1

h=45 1 個 1

h=50 個

h=100 2 2 個 4

h=150 個

φ600*φ900*300 1 個 1

φ600*φ900*450 1 個 1

φ600*φ900*600 個

1号踊り場ﾌﾞﾛｯｸ φ900*300 個

φ900*300 個

φ900*600 1 1 個 2

φ900*900 個

φ900*1200 個

φ900*1500 個

φ900*1800 1 個 1

φ900*900 個

φ900*1200 個

φ900*1500 個

φ900*1800 1 1 個 2

φ900*900 個

φ900*1200 個

1号底版 φ900 1 1 個 2

HPφ250 1 1 個 2

VUφ250 個

VUφ200 1 1

1号 1 1 箇所 2

１号用 個

HPφ250 1 2 個 3

VUφ250 1 1

VUφ200 1 1

調整コンクリート18N-8-40 0.42 m3 0.42

副管設置工 VUφ200

可とう支管継手 1 個 1

プレーンエンド直管 1.395 ｍ 1.395

90°曲管 1 個 1

防護コンクリート 0.17 ｍ
3

0.17

同上型枠 0.93 ㎡ 0.93

副管設置 1.5m＜2.0 1 箇所 1

可とう継ぎ手

　　マンホール
設置工

単位 合　　　計

1号斜壁ﾌﾞﾛｯｸ

2号組立

φ600

φ600
受枠共

調 整 リ ン グ

調整金具

1号組立

人  孔  鉄  蓋
転落防止梯子

φ600

FRP製中間スラブ

インバート工

1号直壁ﾌﾞﾛｯｸ（Ⅰ)

削    孔    工

1号躯体ﾌﾞﾛｯｸ(Ⅰ)

1号躯体ﾌﾞﾛｯｸ(Ⅱ)



【M13　1号組立人孔】

種　　　別 細　目
マンホール深

マンホール設置工 1号 H = 4.671 m N = 1 箇所 1

上 　部　 工

人孔鉄蓋 T-25 φ600 （受枠共・転落防止梯子付） N = 1 組 1

調整金具 H = 25 mm (0) N = 1 箇所 1
H = 45 mm N = 箇所

調整リング H = 50 mm N = 個
H = 100 mm N = 2 個 2
H = 150 mm N = 個

斜壁ﾌﾞﾛｯｸ 1号 φ600 * φ900 * 300H N = 1 個 1
φ600 * φ900 * 450H N = 個
φ600 * φ900 * 600H N = 個

おとり場直壁 1号 H = 600 N = 個

直壁ﾌﾞﾛｯｸ 1号 H = 300 N = 個
（Ⅰ種） H = 600 N = 1 個 1

H = 900 N = 個
H = 1200 N = 個
H = 1500 N = 個
H = 1800 N = 1 個 1

躯体ﾌﾞﾛｯｸ 1号 H = 900 N = 個
（Ⅰ種） H = 1200 N = 個

H = 1500 N = 個
H = 1800 N = 1 個 1

底版ﾌﾞﾛｯｸ 1号 H = 130 N = 1 個 1
（Ⅰ種）

削孔工 HPφ250用 N = N = 1 箇所 1
VUφ250用 N = N = 箇所

VUφ200用 N = N = 1 箇所 1

インバート工 1号 N = N = 1 箇所 1

FRP製中間スラブ １号用 N = N = 個

可とう継ぎ手 HPφ250 N = N = 1 個 1
VUφ250 N = N = 1 個 1
VUφ200 N = N = 1 個 1

調整コンクリート 18N-8-40 V = π/4 × 2.000 ^2× 0.135 V = 0.42 m3 0.42

項　　目
計　　算　　　式 単位 数　　量



【M69　1号組立人孔】

種　　　別 細　目
マンホール深

マンホール設置工 1号 H = 2.943 m N = 1 箇所 1

上 　部　 工

人孔鉄蓋 T-25 φ600 （受枠共・転落防止梯子付） N = 1 組 1

調整金具 H = 25 mm (0) N = 箇所
H = 45 mm N = 1 箇所 1

調整リング H = 50 mm N = 個
H = 100 mm N = 2 個 2
H = 150 mm N = 個

斜壁ﾌﾞﾛｯｸ 1号 φ600 * φ900 * 300H N = 個
φ600 * φ900 * 450H N = 1 個 1
φ600 * φ900 * 600H N = 個

おとり場直壁 1号 H = 600 N = 個

直壁ﾌﾞﾛｯｸ 1号 H = 300 N = 個
（Ⅰ種） H = 600 N = 1 個 1

H = 900 N = 個
H = 1200 N = 個
H = 1500 N = 個
H = 1800 N = 個

躯体ﾌﾞﾛｯｸ 1号 H = 900 N = 個
（Ⅰ種） H = 1200 N = 個

H = 1500 N = 個
H = 1800 N = 1 個 1

底版ﾌﾞﾛｯｸ 1号 H = 130 N = 1 個 1
（Ⅰ種）

削孔工 HPφ250用 N = N = 1 箇所 1
VUφ200用 N = N = 箇所

インバート工 1号 N = N = 1 箇所 1

FRP製中間スラブ １号用 N = N = 個

可とう継ぎ手 HPφ250 N = 2 N = 2 個 2
VUφ200用 N = N = 個

項　　目
計　　算　　　式 単位 数　　量



4898路線　M13　ｈ＝1.665m

可とう支管継手 HPφ300-200 個
1

副管用カラー
－

プレーンエンド直管 VUφ200 L= 1.665-0.074-0.196 m
1.395

副管用90°曲管 90STφ200 個
1

防護コンクリート工 18N-8-40  0.508×0.45×0.913 = 0.209 m
3

π/4×0.20
2
×（0.913+0.196） = 0.035 0.17

∴ 0.209-0.035 = 0.174m
3

型枠工 0.508×0.913×2 m
2

0.93

副管設置工 φ20 塩化ビニル管 箇所
1.5ｍ≦ｈ＜2.0ｍ 1

副　管　設　置　工

工　　種 種　　別 算　　　　式 計



立坑築造工φ2000



集　計　表　
立坑築造工φ2000

M70

細　　目 立坑工

工法

圧入掘削積込み工 0.9h/m 粘性土 ｍ

0.9h/m 砂質土 4.66 4.66 ｍ 4.7

1.2h/m 礫質土 ｍ

1.5h/m ｍ

φ2000

ケーシング溶接工 6.3ｍ/箇所 1 1 箇所 1

土留ケーシング引上工 φ2000 0.90 0.90 ｍ 0.9

スクラップ ｹｰｼﾝｸﾞ撤去 0.05 0.05 t 0.1

底盤工 底盤コンクリート打設工 3.10 3.10 ｍ3 3.1

圧入機械設置撤去工 1 1 回 1

圧入機械退避・再設置工 回

t=12mm

土留め材全長 φ2000 4.00 4.00 ｍ 4.0

土留め材 先端刃先 1 1 式 1

L=2.00m

土留め材損料 仮設ケーシング 1 1 式 1

立坑排水 うわ水排水工 1 1 箇所 1

排水処理運搬 スライム処分工 1.20 1.20 ｍ3 1.2

1.16 t

路面覆工設置撤去 φ2000 1 1 枚 1

埋戻し工 発生土 10.8 10.8 ｍ3 10.8

残土処分工 2.5 2.5 ｍ3 2.5

備　考

項        目 単
　
位

合計
種　　　　別



鋼製ケーシング築造工
立坑No. M70

圧入掘削積込み工 L = 4.66 m ※H29下水道用設計標準歩掛P440 = 4.66 m
粘性土　N＞5 1m当り標準施工時間a=0.8h/m l= m

砂質土　N≦30 1m当り標準施工時間a=0.9h/m l= m
礫質土　N≦30 1m当り標準施工時間a=1.0h/m l= m
礫質土　N＞30 1m当り標準施工時間a=1.0h/m l= m

ケーシング溶接工
L = m （1箇所当り）※H29下水道用設計標準歩掛P441
n = 1　箇所 = 箇所

ケーシング引き上げ工 L = m = m

スクラップ ケーシング撤去部
W2 =π/4×(0.36+0.2)^2×94.2kg/m2 = 23 0.023
W3 =π/4×(0.36+0.2)^2×94.2kg/m2 = 23 0.023

=
t

底盤コンクリート打設工 V = m3 = m3
※H29下水道用設計標準歩掛P444

機械設置撤去工 n = 1　回 = 回

機械退避・再設置工 n = 0　回 = 回

機　械　運　搬　工 往路・復路 n = 回 = 1 回

工　種 φ2000

工　種　名

算出値

φ2000

t = 12mm 6.30

0.00
4.66
0.00

数　　量
仕　様 計　算　式　及　び　略　図　等 ＋ ―

4.66

φ2000

1

φ2000 0.90 0.9

0.05
φ2000 3.1 3.1

1

0

1



鋼製ケーシング築造工
立坑No. M70

（土　留　め　材）
先頭ケーシング  L = 2.400 × 1本 = (m) = 2.40

中間ケーシング  L = 0.000 × 0本 = (m) =

最終ケーシング  L = 1.600 × 1本 = (m) = 1.60

仮設ケーシング  L = 2.000 × 1本 = (m) = 2.00

ケーシング全長 （　全　損　）
L = 2.40 + 0.00 + 1.60 = (m) = 4.00 m

先端ケーシング 直刃 n = 式 = 1 式

仮設ケーシング損料  L = 2.000 (m)  × 1(本分) （1　箇所当り） = 式

うわ水排水工 = 箇所

スライム処分費 V = m3 （1箇所当り） = 式
※H29下水道用設計標準歩掛P448

路　面　覆　工　

= 1 式

必要に応じて計上 = 0 回

= 1 式

φ2000

工　種 φ2000
算出値 数　　量

工　種　名 仕　様 計　算　式　及　び　略　図　等 ＋ ―

φ2,000  t = 12 mm 2.40

φ2,000  t = 12 mm 0.00

φ2,000  t = 12 mm 1.60

φ2,000  t = 12 mm 2.00

φ2,000  t = 12 mm 

4.00

φ2000 1

φ2,000  t = 12 mm 1

1

φ2000 1.2 1
汚泥吸排車

（　賃　料　） φ2,000用 路面設置型

覆工板設置工

覆工板開閉工

覆工板撤去工



鋼製ケーシング築造工
立坑No. M70

埋戻し工 掘削 1.0m当り土量　v = m3
V = ( 3.71 -0.25) × 3.14 = m3 = 10.85

=

=

=

=

=

　 = +10.85 -0.00 +10.8 m3

= 0.00

=

=

=

= +10.85 -0.00 +10.8 m3

残土処分工 V = - /0.9 = m3 = 2.46 2.5 m32.4610.814.46

工　種 φ2000
算出値 数　　量

工　種　名 仕　様 計　算　式　及　び　略　図　等 ＋ ―

発生土 3.14
10.85



軽量鋼矢板立坑築造工1665×1665



軽量鋼矢板立坑

工　　種 種　　別 単位
M69

通過立坑 合　　計

（１）土工

掘削工 BH0.28m3 m3 10.9 10.9
発生土

機械埋戻工 BH0.28m3 m3 5.9 5.9

発生土処分工 m3 4.3 4.3

（2）立坑基礎工

基礎コンクリート 18N-8-40 m3 0.42 0.42

砕石基礎 RC-40 m2 2.77 2.77

（3）土留工 軽量鋼矢板3B型

軽量鋼矢板圧入工 H=5.00m 枚 20 20

軽量鋼矢板引抜工1 H=5.00m 枚 14 14

軽量鋼矢板引抜工2 H=2.30m 枚 6 6

軽量鋼矢板賃料 3B型 t 2.20 2.20

スクラップ t 0.03 0.03

スクラップ(L＝2.3m) t 0.30 0.30

スクラップ(L＝2.7m) t 0.00 0.00

全損 t 0.65 0.65
腹起材

鋼製支保工 2段 t 0.58 0.58

支保材賃料 主部材 t 0.73 0.73

軽量鋼矢板切断 3B型 ｍ 2.0 2.0

（4）路面覆工
覆工板・覆工板受桁
設置撤去工 角形 m2 4.0 4.0

覆工重量 t 1.32 1.32
t=10cm

砕石基礎工 RC-40 m2 0.8 0.8

数　量　計　算　集　計　表



M69 通過立坑
（1/3）

数　量　計　算 （　　 当り数量）
工種 種別 算　　式 計

（1）土工 掘削面積
掘削工 布堀り部 A= 2.16 × 2.21 = 4.77 m2

掘削底面GL- 0.50 m 舗装厚 = 0.05 m
V= 4.77 × (0.50 － 0.05 )= 2.15 m3

掘削面積
土留め部 A= 1.665 × 1.665 = 2.77 m2

掘削底面GL- 3.67 m 布堀厚 = 0.50 m
V= 2.77 × (3.67 － 0.50 )= 8.78 m3

2.15 ＋ 8.78 = 10.93 m3 10.9 m3

発生土 土留め部埋戻厚 3.17 m
機械埋戻工 BH0.28m3 V= 2.77 × 3.17 = 8.78 m3

布堀り部埋戻厚 0.25 m
V= 4.77 × 0.25 = 1.19 m3

【控除】 基礎厚 0.35 m
V= 2.77 × 0.35 = 0.97 m3

【控除】 推進管 0.38 m
V= 0.10 × 0.38 × 2 = 0.08 m3

【控除】 1号人孔外径 1.05 m →断面積 0.87 m2
V= 0.87 × 3.42 = 2.98 m3

埋戻土量
8.78 ＋ 1.19 － 0.97

－ 0.08 － 2.98 = 5.94 5.9 m3

発生土処分工 V= 2.15 ＋ 8.78

- 5.94 /0.9 = 4.33 m3 4.3 m3

（2）立坑基礎工
18N-8-40

コンクリート t=15m V= 2.77 × 0.15 = 0.42 m3 0.42 m3
RC-40

砕石基礎 t=20cm A= 2.77 = 2.77 m2 2.77 m2

（3）土留工
軽量鋼矢板3Ｂ型
矢板長

軽量鋼矢板 圧入工 L= 5.00 ｍ
圧入長

L= 5.00 ｍ

枚数N= (1.665+1.665)×2÷0.333 = 20 枚 20 枚
矢板長

引抜工1 L= 5.00 ｍ
引抜長

L= 5.00 ｍ
３方向

枚数N= 20 - 6 = 14 枚 14 枚



M69 通過立坑
（2/3）

数　量　計　算 （　　 当り数量）
工種 種別 算　　式 計

矢板長
引抜工2 L= 2.30 ｍ ∵構造図から

引抜長
L= 2.30 ｍ

上下流方向

枚数N= 3 × 2 ＋ = 6 枚 6 枚

t/m
総重量 （搬入） 5.00 × 20 × 0.0216 = 2.160 t 2.20 t

t/m
（搬出） 5.00 × 14 × 0.0216

t/m
2.30 × 6 × 0.0216 = 1.810 t 1.81 t

鋼管外径+200 t/m2
スクラップ W= π/4 × 0.556 2 ×0.0648

× 2 = 0.031 t 0.03 t
スクラップ t/m
(L＝2.3m) W= 2.30 × 6 × 0.0216 = 0.30 t 0.30 t
残地

(L＝2.7m) W= 2.70 × 6 × 0.0216 = 0.35 t 0.35 t
全損 W= 5.00 × 6 × 0.0216 = 0.648 t 0.65 t

0.65 t
腹起し H-200×200×8×12 (加工材)

鋼製支保工 2段 W= (1.517 + 1.117) × 2
t/m 段

× 0.055 × 2 = 0.579 t 0.58 t

主部材 W= = 0.579 t 0.58 t

副部材A W= 0.579 × 0.22 = 0.127 t 0.13 t

副部材B W= 0.579 × 0.04 = 0.023 t 0.02 t

総重量 W= 0.579 + 0.127 + 0.023 = 0.729 t 0.73 t

軽量鋼 LSP-3B 枚 上下流

矢板切断 L= 0.333 × 3 × 2 = 2.00 m 2.0 m



M69 通過立坑
（3/3）

数　量　計　算 （　　 当り数量）
工種 種別 算　　式 計

（4）路面覆工

覆工板・覆工板受桁 覆工面積
設置撤去工 角形 2.00 × 2.00 = 4.00 m2 4.0 m2

覆工板(鋼製2000×1000×200）単位重量 0.22 t/m2
覆工重量 4.00 × 0.22 = 0.880 t

受桁(H-200×200×8×12) 単位重量 0.055 t/m（加工材）
4.00 （設置延長) × 0.055 = 0.220 t

ずれ止め([-200×80×7.5×11)単位重量 0.0246 t/m
8.74 （設置延長) × 0.0246 = 0.215 t

0.880 ＋ 0.220 ＋ 0.215 = 1.315 t 1.32 t

t=10cm
砕石基礎工 RC-40 2.00 × 0.20 × 2 = 0.80 m2 0.8 m2



補助工法



§補助工法

a b a×b
注 入 本 数 １ 本 当 り １ 日 当 り １ 本 当 り １本当りボーリング長 施工日数

種 別 細 別 施 工 時 間 ｃ 施 工 本 数 注 入 量 粘 性 土 砂 質 土 砂 礫 土
本 分 分 本 ｌ ｍ ｍ ｍ 日

1,770 1.950 8.730
M13 上 上 流 側 3 68.05 204.15 11.1 590 0.650 2.910 0.27

1,797 0.300 10.200
M69下 下 流 側 3 68.68 206.04 11.0 599 0.100 3.400 0.27

1,797 0.300 10.200
M69上 上 流 側 3 68.68 206.04 11.0 599 0.100 3.400 0.27

1,800 10.590
M70下 下 流 側 3 69.04 207.12 11.0 600 3.530 0.27

1,674 0.300 15.210
M69底盤 底 盤 3 78.09 234.27 9.7 558 0.100 5.070 0.31

注入設備据付・解体工（車上） N=1箇所

本 分 ｌ ｍ ｍ ｍ 日

15 － 1057.62 － 10,515 3.150 70.140 1.39

－ － 70.51 － 701 0.210 4.680 －

薬液注入数量（合計）

二重管ストレーナ単相式薬液注入工数量集計表

 -　〃　- (１本当り)



 薬　液　注　入　工 二重管ストレーナ工法 単相方式

（下水道標準歩掛りによる。）

１．　条　件 M13 上 到達立坑 上流側

削孔長 注入長 土被長 　　　　改　良　条　件
▽ 土　質 平均Ｎ値 L0 L1 L2 幅 長 面　積

(m/本) (m/本) (m) (m) (m) (m2)
粘性土 1.3 0.65 0.65
砂質土 2.6 2.91 0.85 1.50 2.00 3.00
礫質土

計 3.56 1.50 2.06 　　注入本数(本) 3

２．　注　入　率 （単相方式）

間隙率
土　質　　 Ｎ　値 ρ 充填率 注入率 充てん率 注入率

(%) α(%) (%) α(%) (%)
ゆるい  0～ 4 70 55 38.5 50 35.0

粘性土 中　位  4～ 8 60 50 30.0 45 27.0
締った  8～15 50 30 15.0 25 12.5
ゆるい  0～10 50 80 40.0 70 35.0

砂質土 中　位 10～30 40 80 32.0 70 28.0
締った 30以上 30 70 21.0 60 18.0
ゆるい 10～30 50 80 40.0 70 35.0

礫質土 中　位 30～50 35 80 28.0 70 24.5
締った 50以上 25 80 20.0 70 17.5

　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　

    Bor. No. 0 平均値
　　間隙比 e

間隙率　Ｐ＝ｅ／(１＋ｅ)×100 ＝ %
注入充てん率 　　α＝

３．１本当り注入量 １本当り
土　質 平均Ｎ値 間隙率 対象土量

(%) (m3) 溶液形 懸濁形 溶液形 懸濁形
粘性土 1.3 70 0.650 55 250
砂質土 2.6 50 0.850 80 340
礫質土

1本当り 1.500 590
箇所当り --- 1770

４．１日当り注入量 1) 準備時間 Ｔ1＝ ＝ 14.00
2) 削孔時間 Ｔ2＝ ∑（γ1×Ｌ0） ＝ 17.15
3) 注入時間 Ｔ3＝ Ｑs／ｑs ＝ 32.78
4) 土被引抜時間 Ｔ4＝ γ2×Ｌ2 ＝ 4.12

引抜単位作業時間　 γ2＝ 2.0 分/m

１本当り施工時間 　Ｔs＝ 68.05 分/本

　表．削孔の単位作業時間(分/m) 　表．単位時間当り注入量(l/分)
土　質 礫質土 砂質土 粘性土 単相方式 複相方式
γ1 8.0 5.0 4.0 18 16

５．１日当り施工本数 Ｎ＝ （６０×Ｈ）／Ｔs　× 2 (ｾｯﾄ) ＝ 11.1 本/日

実作業時間　Ｈ＝ 6.3 時間

懸　濁　形

注 入 量 
Qs (L)

ｑs

計

充てん率

溶　液　形

α (%)

工　法　名



 薬　液　注　入　工 二重管ストレーナ工法 単相方式

（下水道標準歩掛りによる。）

１．　条　件 M69下 通過立坑 下流側

削孔長 注入長 土被長 　　　　改　良　条　件
▽ 土　質 平均Ｎ値 L0 L1 L2 幅 長 面　積

(m/本) (m/本) (m) (m) (m) (m2)
粘性土 1.3 0.10 0.10
砂質土 2.6 3.40 1.40 1.50 2.00 3.00
礫質土

計 3.50 1.50 2.00 　　注入本数(本) 3

２．　注　入　率 （単相方式）

間隙率
土　質 　　 Ｎ　値 ρ 充填率 注入率 充てん率 注入率

(%) α(%) (%) α(%) (%)
ゆるい  0～ 4 70 55 38.5 50 35.0

粘性土 中　位  4～ 8 60 50 30.0 45 27.0
締った  8～15 50 30 15.0 25 12.5
ゆるい  0～10 50 80 40.0 70 35.0

砂質土 中　位 10～30 40 80 32.0 70 28.0
締った 30以上 30 70 21.0 60 18.0
ゆるい 10～30 50 80 40.0 70 35.0

礫質土 中　位 30～50 35 80 28.0 70 24.5
締った 50以上 25 80 20.0 70 17.5

    Bor. No. 0 平均値
　　間隙比 e

間隙率　Ｐ＝ｅ／(１＋ｅ)×100 ＝ %
注入充てん率 　　α＝

３．１本当り注入量 １本当り
土　質 平均Ｎ値 間隙率 対象土量

(%) (m3) 溶液形 懸濁形 溶液形 懸濁形
粘性土 1.3 70 0.100 55 39
砂質土 2.6 50 1.400 80 560
礫質土

1本当り 1.500 599
箇所当り --- 1797

４．１日当り注入量 1) 準備時間 Ｔ1＝ ＝ 14.00
2) 削孔時間 Ｔ2＝ ∑（γ1×Ｌ0） ＝ 17.40
3) 注入時間 Ｔ3＝ Ｑs／ｑs ＝ 33.28
4) 土被引抜時間 Ｔ4＝ γ2×Ｌ2 ＝ 4.00

引抜単位作業時間　 γ2＝ 2.0 分/m

１本当り施工時間 　Ｔs＝ 68.68 分/本

　表．削孔の単位作業時間(分/m) 　表．単位時間当り注入量(l/分)
土　質 礫質土 砂質土 粘性土 単相方式 複相方式
γ1 8.0 5.0 4.0 18 16

５．１日当り施工本数 Ｎ＝ （６０×Ｈ）／Ｔs　× 2 (ｾｯﾄ) ＝ 11.0 本/日

実作業時間　Ｈ＝ 6.3 時間

溶　液　形 懸　濁　形

充てん率 注 入 量 
α (%) Qs (L)

計

工　法　名
ｑs



 薬　液　注　入　工 二重管ストレーナ工法 単相方式

（下水道標準歩掛りによる。）

１．　条　件 M69上 通過立坑 上流側

削孔長 注入長 土被長 　　　　改　良　条　件
▽ 土　質 平均Ｎ値 L0 L1 L2 幅 長 面　積

(m/本) (m/本) (m) (m) (m) (m2)
粘性土 1.3 0.10 0.10
砂質土 2.6 3.40 1.40 1.50 2.00 3.00
礫質土

計 3.50 1.50 2.00 　　注入本数(本) 3

２．　注　入　率 （単相方式）

間隙率
土　質 　　 Ｎ　値 ρ 充填率 注入率 充てん率 注入率

(%) α(%) (%) α(%) (%)
ゆるい  0～ 4 70 55 38.5 50 35.0

粘性土 中　位  4～ 8 60 50 30.0 45 27.0
締った  8～15 50 30 15.0 25 12.5
ゆるい  0～10 50 80 40.0 70 35.0

砂質土 中　位 10～30 40 80 32.0 70 28.0
締った 30以上 30 70 21.0 60 18.0
ゆるい 10～30 50 80 40.0 70 35.0

礫質土 中　位 30～50 35 80 28.0 70 24.5
締った 50以上 25 80 20.0 70 17.5

    Bor. No. 0 平均値
　　間隙比 e

間隙率　Ｐ＝ｅ／(１＋ｅ)×100 ＝ %
注入充てん率 　　α＝

３．１本当り注入量 １本当り
土　質 平均Ｎ値 間隙率 対象土量

(%) (m3) 溶液形 懸濁形 溶液形 懸濁形
粘性土 1.3 70 0.100 55 39
砂質土 2.6 50 1.400 80 560
礫質土

1本当り 1.500 599
箇所当り --- 1797

４．１日当り注入量 1) 準備時間 Ｔ1＝ ＝ 14.00
2) 削孔時間 Ｔ2＝ ∑（γ1×Ｌ0） ＝ 17.40
3) 注入時間 Ｔ3＝ Ｑs／ｑs ＝ 33.28
4) 土被引抜時間 Ｔ4＝ γ2×Ｌ2 ＝ 4.00

引抜単位作業時間　 γ2＝ 2.0 分/m

１本当り施工時間 　Ｔs＝ 68.68 分/本

　表．削孔の単位作業時間(分/m) 　表．単位時間当り注入量(l/分)
土　質 礫質土 砂質土 粘性土 単相方式 複相方式
γ1 8.0 5.0 4.0 18 16

５．１日当り施工本数 Ｎ＝ （６０×Ｈ）／Ｔs　× 2 (ｾｯﾄ) ＝ 11.0 本/日

実作業時間　Ｈ＝ 6.3 時間

計

充てん率
α (%)

注 入 量 
Qs (L)

ｑs
工　法　名

懸　濁　形溶　液　形



 薬　液　注　入　工 二重管ストレーナ工法 単相方式

（下水道標準歩掛りによる。）

１．　条　件 M70下 発進立坑 下流側

削孔長 注入長 土被長 　　　　改　良　条　件
▽ 土　質 平均Ｎ値 L0 L1 L2 幅 長 面　積

(m/本) (m/本) (m) (m) (m) (m2)
粘性土
砂質土 2.6 3.53 1.50 1.50 2.00 3.00
礫質土

計 3.53 1.50 2.03 　　注入本数(本) 3

２．　注　入　率 （単相方式）

間隙率
土　質 　　 Ｎ　値 ρ 充填率 注入率 充てん率 注入率

(%) α(%) (%) α(%) (%)
ゆるい  0～ 4 70 55 38.5 50 35.0

粘性土 中　位  4～ 8 60 50 30.0 45 27.0
締った  8～15 50 30 15.0 25 12.5
ゆるい  0～10 50 80 40.0 70 35.0

砂質土 中　位 10～30 40 80 32.0 70 28.0
締った 30以上 30 70 21.0 60 18.0
ゆるい 10～30 50 80 40.0 70 35.0

礫質土 中　位 30～50 35 80 28.0 70 24.5
締った 50以上 25 80 20.0 70 17.5

    Bor. No. 0 平均値
　　間隙比 e

間隙率　Ｐ＝ｅ／(１＋ｅ)×100 ＝ %
注入充てん率 　　α＝

３．１本当り注入量 １本当り
土　質 平均Ｎ値 間隙率 対象土量

(%) (m3) 溶液形 懸濁形 溶液形 懸濁形
粘性土
砂質土 2.6 50 1.500 80 600
礫質土

1本当り 1.500 600
箇所当り --- 1800

４．１日当り注入量 1) 準備時間 Ｔ1＝ ＝ 14.00
2) 削孔時間 Ｔ2＝ ∑（γ1×Ｌ0） ＝ 17.65
3) 注入時間 Ｔ3＝ Ｑs／ｑs ＝ 33.33
4) 土被引抜時間 Ｔ4＝ γ2×Ｌ2 ＝ 4.06

引抜単位作業時間　 γ2＝ 2.0 分/m

１本当り施工時間 　Ｔs＝ 69.04 分/本

　表．削孔の単位作業時間(分/m) 　表．単位時間当り注入量(l/分)
土　質 礫質土 砂質土 粘性土 単相方式 複相方式
γ1 8.0 5.0 4.0 18 16

５．１日当り施工本数 Ｎ＝ （６０×Ｈ）／Ｔs　× 2 (ｾｯﾄ) ＝ 11.0 本/日

実作業時間　Ｈ＝ 6.3 時間

ｑs

計

充てん率

溶　液　形

α (%)

工　法　名

懸　濁　形

注 入 量 
Qs (L)



 薬　液　注　入　工 二重管ストレーナ工法 単相方式

（下水道標準歩掛りによる。）

１．　条　件 M69底盤 通過立坑 底盤

削孔長 注入長 土被長 　　　　改　良　条　件
▽ 土　質 平均Ｎ値 L0 L1 L2 幅 長 面　積

(m/本) (m/本) (m) (m) (m) (m2)
粘性土 0.10
砂質土 2.6 5.07 1.50 1.67 1.67 2.79
礫質土

計 5.17 1.50 3.67 　　注入本数(本) 3

２．　注　入　率 （単相方式）

間隙率
土　質 　　 Ｎ　値 ρ 充填率 注入率 充てん率 注入率

(%) α(%) (%) α(%) (%)
ゆるい  0～ 4 70 55 38.5 50 35.0

粘性土 中　位  4～ 8 60 50 30.0 45 27.0
締った  8～15 50 30 15.0 25 12.5
ゆるい  0～10 50 80 40.0 70 35.0

砂質土 中　位 10～30 40 80 32.0 70 28.0
締った 30以上 30 70 21.0 60 18.0
ゆるい 10～30 50 80 40.0 70 35.0

礫質土 中　位 30～50 35 80 28.0 70 24.5
締った 50以上 25 80 20.0 70 17.5

    Bor. No. 0 平均値
　　間隙比 e

間隙率　Ｐ＝ｅ／(１＋ｅ)×100 ＝ %
注入充てん率 　　α＝

３．１本当り注入量 １本当り
土　質 平均Ｎ値 間隙率 対象土量

(%) (m3) 溶液形 懸濁形 溶液形 懸濁形
粘性土
砂質土 2.6 50 1.395 80 558
礫質土

1本当り 1.395 558
箇所当り --- 1674

４．１日当り注入量 1) 準備時間 Ｔ1＝ ＝ 14.00
2) 削孔時間 Ｔ2＝ ∑（γ1×Ｌ0） ＝ 25.75
3) 注入時間 Ｔ3＝ Ｑs／ｑs ＝ 31.00
4) 土被引抜時間 Ｔ4＝ γ2×Ｌ2 ＝ 7.34

引抜単位作業時間　 γ2＝ 2.0 分/m

１本当り施工時間 　Ｔs＝ 78.09 分/本

　表．削孔の単位作業時間(分/m) 　表．単位時間当り注入量(l/分)
土　質 礫質土 砂質土 粘性土 単相方式 複相方式
γ1 8.0 5.0 4.0 18 16

５．１日当り施工本数 Ｎ＝ （６０×Ｈ）／Ｔs　× 2 (ｾｯﾄ) ＝ 9.7 本/日

実作業時間　Ｈ＝ 6.3 時間

溶　液　形 懸　濁　形

充てん率 注 入 量 
α (%) Qs (L)

計

工　法　名
ｑs



舗　装　工



集　計　表　
舗装復旧工

市道車道 市道車道 市道車道

既設舗装版取壊し工

アスファルト

舗装切断 t=15cm以下 8.4 8.8 8.4 25.6 ｍ

BH0.45m3

舗装取壊し t=15cm以下 4.4 4.8 4.4 13.6 ｍ2

Asガラ処分 t=5cm 0.2 0.2 0.2 0.6 ｍ3

仮復旧工

RM-30

上層路盤工 t=12cm 4.4 4.8 4.4 13.6 m2

RC-40

下層路盤工 t=10cm 4.4 4.8 4.4 13.6 m2

仮舗装工 t=3cm 4.4 4.8 4.4 13.6 m2

本復旧工

粒調砕石（RM-30）

舗装切断 t=12cm 10.8 11.2 22.0 m

再生ｸﾗｼｬｰﾗﾝ（RC-40）

舗装取壊し t=10cm 7.3 7.8 15.1 ｍ2

Asガラ処分 t=3cm 0.1 0.2 0.3 m3

Asガラ処分 t=3cm 0.1 0.1 0.2 m3

再生密粒度Ac

表層工 t=5cm 7.3 7.8 15.1 m3

工　　種 名　　称 M13 M69 単位 備考M70 合　計



 工区  M 13 立坑  舗装復旧工  （市道車道） As-5-10-10 箇所      算  出  値       計

名    称 仕    様 位  置        略  図  ・  計  算  式  等 ＋ －

既設舗装版取壊し工

 舗装切断  アスファルト  t=15cm以下  L=2.10×4 ＝ 8.40 8.4 m

 舗装取壊し  BH0.45m3  t=15cm以下  A=2.10×2.10 ＝ 4.41 4.4 m2

 Asガラ処分  t=5cm  V=2.10×2.10×0.05 ＝ 0.22 0.2 m3

仮復旧工

 上層路盤工(RM-30)  t=12cm  t=12cm  A=2.10×2.10 ＝ 4.41 4.4 m2

 下層路盤工(RC-40)  t=10cm  t=10cm  A=2.10×2.10 ＝ 4.41 4.4 m2

 仮舗装工  t=3cm  t=3cm  A=2.10×2.10 ＝ 4.41 4.4 m2

本復旧工

　舗装切断  舗装As  t=15cm以下  L=2.70×4 ＝ 10.80 10.8 m

 舗装取壊し  BH0.45m3  t=15cm以下  A=2.70×2.70 ＝ 7.29 7.3 m2

 Asガラ処分  既設舗装分  t=5cm  V=(7.29-4.41)×0.05 ＝ 0.14 0.1 m3

 Asガラ処分  仮舗装工  t=3cm  V=2.10×2.10×0.03 ＝ 0.13 0.1 m3

 表層工  再生粗粒度ｱｽｺﾝ20  t=5cm  A=2.70×2.70 ＝ 7.29 7.3 m2



 工区  M 69 立坑  舗装復旧工  （市道車道） As-5-10-10 箇所      算  出  値       計

名    称 仕    様 位  置        略  図  ・  計  算  式  等 ＋ －

既設舗装版取壊し工

 舗装切断  アスファルト  t=15cm以下  L=2.21×4 ＝ 8.84 8.8 m

 舗装取壊し  BH0.45m3  t=15cm以下  A=2.21×2.16 ＝ 4.77 4.8 m2

 Asガラ処分  t=5cm  V=2.21×2.16×0.05 ＝ 0.24 0.2 m3

仮復旧工

 上層路盤工(RM-30)  t=12cm  t=12cm  A=2.21×2.16 ＝ 4.77 4.8 m2

 下層路盤工(RC-40)  t=10cm  t=10cm  A=2.21×2.16 ＝ 4.77 4.8 m2

 仮舗装工  t=3cm  t=3cm  A=2.21×2.16 ＝ 4.77 4.8 m2

本復旧工

　舗装切断  舗装As  t=15cm以下  L=2.81×4 ＝ 11.24 11.2 m

 舗装取壊し  BH0.45m3  t=15cm以下  A=2.81×2.76 ＝ 7.76 7.8 m2

 Asガラ処分  既設舗装分  t=5cm  V=(7.76-4.77)×0.05 ＝ 0.15 0.2 m3

 Asガラ処分  仮舗装工  t=3cm  V=2.21×2.16×0.03 ＝ 0.14 0.1 m3

 表層工  再生粗粒度ｱｽｺﾝ20  t=5cm  A=2.81×2.76 ＝ 7.76 7.8 m2



 工区  M 70 立坑  舗装復旧工  （市道車道） As-5-10-10 箇所      算  出  値       計

名    称 仕    様 位  置        略  図  ・  計  算  式  等 ＋ －

既設舗装版取壊し工

 舗装切断  アスファルト  t=15cm以下  L=2.10×4 ＝ 8.40 8.4 m

 舗装取壊し  BH0.45m3  t=15cm以下  A=2.10×2.10 ＝ 4.41 4.4 m2

 Asガラ処分  t=5cm  V=2.10×2.10×0.05 ＝ 0.22 0.2 m3

仮復旧工

 上層路盤工(RM-30)  t=12cm  t=12cm  A=2.10×2.10 ＝ 4.41 4.4 m2

 下層路盤工(RC-40)  t=10cm  t=10cm  A=2.10×2.10 ＝ 4.41 4.4 m2

 仮舗装工  t=3cm  t=3cm  A=2.10×2.10 ＝ 4.41 4.4 m2



－　参　考　図　－

令和 4 年度

三原西処理分区汚水管新設工事（4-1工区）



三原西処理分区汚水管新設工事(4-1工区)
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三原市　頼兼一丁目

縮　尺

工事名

工事場所

施工管番号

図面番号

三　　原　　市

横断面図

 令和4年度　公共下水道事業（汚水・雨水）

横断面図 S=1:100

1 ／ 8

DL=2.00 As As

NTT3条3段(9孔)

Gφ200A

Wφ150DA

5.55

1.504.05

4898
(M69)
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×1665
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底盤薬注

軽量鋼矢板圧入

H=5.00

小型ケーシング



2.33

C－C　断面図 D－D　断面図

斜壁ブロック

調整リング

高さ調整部材

(18N-8-40)

2.33

軽量鋼矢板立坑1665×1665

インバート

2.33

マ
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ホ
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ル
深

A A

HPφ250

-0.613

底版ブロック（Ⅰ種）

HPφ250

C

M-69 １号組立マンホール構造図M-69 通過立坑構造図
S=1/50 S=1/50

（ケーシング用）
可とう継手

三原西処理分区汚水管新設工事(4-1工区)

図　　示縮　尺

工事名

工事場所

施工管番号

図面番号

三　　原　　市

M-69 １号組立マンホール構造図

 令和4年度　公共下水道事業（汚水・雨水）

M-69 両発進立坑構造図

4897
4898

75 φ900 75

発生土埋戻し

110600110

直壁ブロック（Ⅰ種）

※　覆工板は角形覆工板（2000×1000×200）を使用する。

※ １号組立MH設置に必要な底盤Co計画高を求める。

※ 推進機械高による底盤Co計画高を求める。
   推進機械高＝先導体外径/2+300mm
   底盤Co標高＝下流側計画高 -0.613+0.25/2-(0.400/2+0.300)= -0.988m

こちらの低いほうを採用する。

   下流側のHPφ250に組立MH用可とう継手(推進管用)の設置に必要削孔径φ530mm
   底盤Co標高＝下流側計画高 -0.613+0.250/2-(0.530/2+0.100+0.130)= -0.983m

HPφ250

110600110
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※　覆工板は円形覆工板（2000用）を使用する。

※ １号組立MH設置に必要な底盤Co計画高を求める。

※ 推進機械高による底盤Co計画高を求める。

こちらの低いほうを採用する。
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M-69 通過立坑（下流）、底盤薬注構造図M-13 既設到達立坑（上流）薬注構造図
S=1/50 S=1/50
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M-69 通過立坑（上流）薬注構造図
S=1/50
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